平成１７年度　第２回常任理事会　議事録

静岡県ソフトテニス連盟

平成１７年9月１7日

オレンジホテル会議室

１．　開会の挨拶（高木会長）

2． 落合理事長挨拶
17年度から新体制になり、半年を経過しましたが、手探り状態でやってきましたので、皆様には大変迷惑をおかけして申し訳ありません。特に、副理事長、各委員会の皆様には、今までにないことをやり始めましたので、大変負担をおかけしておりますが、気持ちよく又、積極的に、ご協力いただいており、大変感謝申し上げます。

予算関係につきましは、まったく白紙状況で、いまだによく理解できていません。

予算が足りないのか、あまるのか、シメテみないとわからない状況です。極力抑えておりますが、見当がつかない状況です。

また、今年は「国体東海ブロック大会」が有度山で開催され、大会役員に多くの方に協力いただきありがとうございました。

これからも18年3月に「ねんりんピック大会リハーサル大会」、11月には「本大会」、18年6月「東海選手権大会」、19年度には「全日本選手権」、「東海レディース」、「東海シニア選手権」、「東海高校総体」と毎年大きな大会が開催されます。

今後ともよろしくご協力をお願いいたします。
3． 平成１７年度表彰者の選出
　　　　　１）　日連地方功労者　　　　①石川雅之（沼津協会）　　②小関忠義（静岡市協会）
　　２）　日連優良団体　　　　　 ①巴クラブ
　　　　　３）　県連功労者　　　　　　　①袴田　稔（浜松市協会）　②前島正義（静岡市協会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③坂本英文（静岡市協会）

　　　　　　　　※　菊池孝典（高体連）は年齢が50才に満たないことと、将来日連表彰の対象になる

と思われるので選考対象から外す。

　　　　　４）　県連優良団体　      ①清水クラブ（静岡市協会）　②浜商庭友会（浜松市協会）
　　　　　　　　　　　　　　　　③スワニーズ（三島協会）
· 表彰の条件として団体登録をしてもらう。

4． 平成１７年度上半期の活動報告
　　　　　資料の「会議等経過報告」にて説明・報告した。

5． 規約の改定及び規程の制定
・　規約は、書式が古いのでわかりやすい文体に変えた。
　　　　　　・　旅費規程、慶弔規程、顧問及び参与選出基準を新たに制定し、表彰規程を見直しした。

　　　　　　詳細は添付の静岡県ソフトテニス連盟規約（案）　・旅費規程・慶弔規程・表彰規程・顧問

及び参与基準による。
6． 各委員会からの報告
１）総務委員会・・・これまで開催できなかったことをお詫びします。

　　　　　　　　　　18年度事業計画、予算等について11月中旬頃開催予定

・OGソフトテニス連盟の新規入会について

17年度から入会・・・分担金50，000円

県連役員女子をOGソフトテニス連盟とした。（理事3名、常任理事1名、計4名）

・マスターズソフトテニス大会の参加について・・・今後の検討課題

参加の有無、予選方法等

２）競技委員会

・県選抜インドア大会要項の検討・・・競技委員会開催予定　10月中旬

12月18日（日）エコパ4面

運営は小笠・掛川協会でお願いしたい。

高校生・近県招待選手を含める。

チーム数、試合方法

小、中、高生への呼びかけ。

３）強化委員会

・各監督から報告

・国体終了後、今後の強化方針について打合せを行う。

　　　　　　　　　18年度からは、35歳の部がなくなる。

　　　　　　　　　学生だけになってしまっていいのだろうか。　

国体選手選考方法に問題がなかったか。従来方式か、17年度方式か。

　　　　　　　　　東、中、西地区での強化練習会及び責任体制の確立

　　　　　　　　　強化育成選手の選考

４）審判委員会

・審判委員会から報告。･･･別添第1回審判委員会議事録で説明

小笠・掛川地区審判講習会報告

18年度講習会実施計画

審判委員会組織図

各協会審判責任者名簿の作成及び研修会の実施･･･地区責任者が決まっていない協会は、早急に連絡する旨、要請した。

５）広報委員会

・静岡県ソフトテニス連盟要覧作成･･･別添資料で説明承認された。

６）指導者委員会

・指導者バンクの立ち上げ

・指導者委員会開催予定　10月中旬

7） シニア委員会

・ねんりんピック県選手団の選考基準

静岡市、浜松市が政令市となることから、従来の基準では選手がいなくなる。

（静岡市は、前年度出場選手は参加できない。浜松市は不明）

　　　　　　　なお、18年度静岡大会はどうするか。制限枠をはずすか。（大会要項はOK）

　　　　　　　18年度から全国大会開催要領によることで承認（１年空けたら出場可）
・ねんりんピックリハーサル大会準備

大会要項、大会役員等の決定・・・シニア委員会10月29日（土）9：00
有度山予定

・ねんりんピック福岡大会視察・・・シニア委員　秋山、小林、市川雅

11月12日～北九州市

・近県シニア大会要項作成・・・近日中に委員会開催予定

11月6日（日）有度山10面

・マスターズソフトテニス大会の参加及び予選方法について

日本ｽﾎﾟｰﾂマスターズ2005大会・・17年9月2２日（金）～２５日（日）

　　　　　　　開催地　富山県（18年度は広島）　　申し込み　7月下旬

　　　　　　　　　　チーム編成・・・35歳以上の女子、35歳以上の男子、45歳以上の女子、45歳以上の男子、35歳以上の女子と45歳以上の男子の混合

　　　　　　　　　　参加資格・・・日連会員登録者、前年度国体選手、監督・コーチは選手の交代要員として出場できる。

　　　　　　　　　　参加料・・・　一人3，000円

・他県との対抗戦等における選手選考について（秋山シニア委員長）

3位、4位の決定について

＊県ランキングは、優勝チームに負けたチームが3位とする。

＊他県との対抗戦等における選手選考については、準決勝のゲーム内容を重視し決定する。

８）レディース委員会

・レディース講習会実施状況を報告
　
９）小学生委員会

・小学生委員会委員の選考結果について（第1回常任理事会で久保田さんから指摘があり、関係者で協議し、決定した。）

・静岡県小学生ソフトテニス部組織について

　　　　　　・東海、全国大会報告

・小学生委員会・・・9月18日（日）9：00～有度山予定

１０）中学生委員会

・中体連から報告・・・（17年度から中体連及び高体連とも部長が交代したため打合を行った。県連との関係の見直し、意思疎通の改善等を協議した。）

7． その他
１）　全日本シニアソフトテニス選手権大会（９月９日～１１日）で活躍された選手の紹介があり、シニア女子６０の部で優勝した山本敏子（宮フレンド）・金谷晴子（さぎの宮）ペアに報奨金を渡し表彰した。
　　　　２）　表彰は今後理事会（総会）の場で実施する。
※　常任理事会終了後、懇親会に有志３０名が集まりソフトテニス談義に講じた。

以　　上
